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過去3年間において

演題発表内容に関連し、発表者に開示すべき

COI関係にある企業などはありません。



本日の内容

•循環器領域と循環器病の現状

• CKMとは

•日本学術会議の循環器・腎・代謝内分泌分科会

•これからのCKMを考える



虚血性心疾患に関しての予後の改善は実感
（世界でも死亡減少。発展途上国では増加）

4https://vizhub.healthdata.org/gbd-compare/ Accessed 2023-07-17



47%の治療による効果のうち
• 二次予防 (11%)

• 初期治療 (10%), 

• 心不全治療 (9%), 

• 慢性虚血の血行再建 (5%) 

44%のリスク因子の管理のうち
• コレステロール (24%)

• 収縮期血圧 (20%), 

• 禁煙 (12%)

• 運動不足 (5%)など

死亡が減少するのは複合的な要素



おそらくこの10~20年で変化が予測されるのは不整脈

6https://medicalnote.jp/contents/230411-002-YS

アブレーションだけ考えがちだが、、、



領域の再定義とエビデンスと社会性
肥満





肥満外来などの発展



循環器病



循環器病について

11
https://blog.smartsenkyo.com/2021/

https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2020/PA03353_02

健康寿命の延伸等を図るための脳卒中、心臓病
その他の循環器病に係る対策に関する基本法
通称：循環器病対策基本法



https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_8969569_po_076903.pdf?contentNo=1

基本法の法的性質

1. 国政の重要分野について、基本政策や基本方針を示す
2. 基本法と同一の分野に属するものを対象とする他の法
律に対して優越する性格を有する、

3. ②に関連して、基本法に示された方針に基づく個別法
が制定されることが多い

4. 基本的な施策の推進等の事務をつかさどる行政機関が
設けられることが多い

5. 直接に国民の権利義務に影響を及ぼすような規定が設
けられることはまれで、一部の例外を除き、大半が訓
示規定やいわゆるプログラム規定で構成される



循環器病の示す範囲





脳卒中・循環器病に関する国民の知識調査

https://www.mhlw.go.jp/content/10905000/001505117.pdf

「循環器病」の認知度





がん対策推進基本計画の10年ビハインドから



脳卒中・心不全・血管病





5か年計画(第一次)の振り返り

心不全のみ死亡率の上昇





心血管・腎・代謝症候群
CKM





Conceptual diagram for CKM syndrome

https://www.ahajournals.org/doi/epub/10.1161/CIR.0000000000001186



CKMの用語問題
ご容赦ください



CKMの歴史は浅い
ここから



21期 (2008-2011)

• 循環器分科会
• 内分泌・代謝分科会
• 腎・泌尿・生殖分科会

22期 (2011-2014)

• 循環器・内分泌・代謝分科会

26期 (2023-2026)

• 循環器・腎・代謝内分泌分科会



循環器・腎・代謝内分泌分科会





CKMの臨床現場のこれから

•多職種チーム
• リスク管理

• 適切な治療介入

• 健康の社会的規定（決定）要因など

•緩和・人生の最終段階の考え方の整理

•ゲノム医療の実装



臓器・領域横断の時代

病院内でも 学会でも



CKMに対する認知・欧米との違い・SDOH

健康の社会的決定要因
（SDOH）



SDOHを盛り込んだガイドライン
-多様性に配慮した循環器診療ガイドライン-

33



Rainbow model

34

Dahlgren, G., & Whitehead, M. (1991). Policies and strategies to promote social equity in health. 

Background document to WHO - Strategy paper for Europe (No. 2007:14). Institute for Futures Studies. 

https://EconPapers.repec.org/RePEc:hhs:ifswps:2007_014
https://www.primary-care.or.jp/sdh/about/



2016年ごろ
循環器の緩和ケアへの注目



暗黙知



循環器病は難病から

Polygenic risk score

Pharmaco-genetics





CKMに対する認知・欧米との違い・SDOH

健康の社会的決定要因
（SDOH）



Co-Long-term condition

40

用語について

multimorbidity → multiple long‐term conditions

Co-morbidity → ?

CKMはどこにむかうか？？



本日の内容

•循環器領域と循環器病の現状

• CKMとは

•日本学術会議の循環器・腎・代謝内分泌分科会

•これからのCKMを考える



ご清聴ありがとうございました
引き続きのご指導よろしくお願いいたします
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